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12月定例議会　12月1日（木）~21日（水）

ⅰ）名鉄「岡崎公園前駅」、愛知環状鉄道「中岡崎駅」の総合駅化について
●内田市長も「夢」として掲げている名鉄、愛環の総合駅化について聞きました。

返答 :この両駅は歴史まちづくり、乙川リバーフロント地区整備計画に基づいたまちづくりなどで人々が
集まることが見込まれるので、利用しやすい交通結節点として整備する予定です。具体的な方法としては、

複線化による輸送力の増強や、交通系 ICカードの導入について、愛知県や沿線市と協調して愛知環状鉄道
に申し入れを行なっていくとのことです。

私たちチャレンジ岡崎としても「中岡崎・岡崎公園前を総合駅とした中核拠点構想をつくる」と掲げてお

りますので、市長とともに活動を行なっていきます。H29.1.24に岡崎市、豊田市、瀬戸市、春日井市の４
市にて愛知環状鉄道沿線市議員連盟が設立されます。杉山もこの議員連盟に参画させていただきましたの

で、連盟の一員として積極的に活動を行なっていきます。

ⅱ）雨水対策について
●岡崎は大雨被害の多い地域です。その大雨への対策、計画について聞きました。

・六名貯留池へ雨水が流入する仕組み
返答 :雨水管の排水能力を超えるような大雨が発生した場
合に、浸水地区の道路等へ溢れ出た雨水を、専用の流入口と

して浸水地区に設置した 19箇所の道路横断側溝から導水路
へ取り込み、貯留池へ導き、貯留しているとのことです。側
溝から溢れることが大前提という仕組みには驚きを隠せませ
んでした。
行政側には側溝から溢れることが地元住民にとって、非常

に不安で恐怖であることは強く進言し、説明しました。側溝

から溢れた雨水は流れずに至る所で大きな池が発生し、人も

車も通行できなくなる現状も説明しました。

・六名雨水ポンプ場を建設することによる効果、検討
返答 :乙川流域に流せるように、河川管理者と協議・調整を行った結果、毎秒 8立方メートルの雨水を乙

川に流すことが可能に。これは、小学校のプール 1杯分の水を約 40秒で放流できるそうです。すごい能力
ですね。六名貯留池にたまった雨水は問題なく乙川に流れそうです。六名はもちろんのこと、江口、戸崎、
竜美ヶ丘、三島の雨水での被害も軽減されそうです。
ただし、この排水能力は六名貯留地に流れ込んだ雨水に関してのことです。六名雨水ポンプ場の建設が終

了したら、各地から側溝内を通って六名雨水ポンプ場に流れる導線の整備へ早急に取り掛かる必要性があり

ますので、行政側への訴えは続けてまいります。

・ポンプ場建設のスケジュール
返答 :工事期間は、巨大な地下部の土木・躯体工事に 2箇年、その後に地上の建屋に 2箇年、ポンプ施

設などの製作や機械設備・電気設備の設置工事に 2箇年が必要とのことです。ただし、6年の期間は、設計・
積算に基づく日数で算出したものなので、今後、工事を発注し業者が決った後に、工事が短縮する可能性も

ありますが、国の交付金の状況では期間が延びることもあるとのことです。6年でも長いと考えております
ので、工事期間や金額については監視を続けてまいります。また、工事の各タイミングでは現場見学会を提
案して市民の皆様や地域の方々、子供たちの厳しい目で確認をしてもらおうと考えております。

予算要望書提出　11月21日（月）

チャレンジ岡崎・無所属の会から市長に対して 29年
度の予算要望書を提出させていただきました。今まで活

動してきた中で市民の皆様からいただいた声を元に作成

しております。会派として提出しましたので 50分かけ
て説明させていただきました（無会派 :5分）。提出した
予算要望書は HP上に掲載してありますので、ご覧く
ださい。

ⅲ）東部地域へのアウトレットモール誘致について
こちらについてはいくつか質問をさせていただきましたが、事業者である三井不動産から具体的な返答が

来ておらず、規模や店舗数なども未定とのことです。土地の買収を進めている段階で土地確保が決定したら、

もっと具体的な話もできるかと思います。また進捗がありましたら、ご報告していこうと思っております。

H29.1.19に経済建設委員会の視察として栃木県佐野市に行ってまいりました。そこで、アウトレットの
活用と中心市街地活性化について実例をもとに見させていただき、意見交換をさせていただきました。佐野

市は事業者である三菱地所や UR都市機構に完全にお任せをしていたこともあり、アウトレットがオープ
ンしてから 10年以上も経っているのに、アウトレット訪問客を市内回遊への対策に苦慮している状況でし
た。岡崎市としてアウトレットがオープンする前から他市の実例や様々な可能性、地元住民の意見を反映し

て、岡崎市が主体となっていけるようチェック、進言等行なっていきます。

活動報告
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杉山とものりへのご意見
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ご記入いただきましたら、FAX（58-1215）で送付または事務局までご連絡をお願いします。

0564-58-1215FAX
この会は、杉山とものりの世辞活動を支援するとともに、活動を通じて会員相互の親睦と地域の発展に寄与することを目的とします。
この会の会員は、会の目的に賛同するものをもって組織します。
この会の目的を達成するため、勉強会・講演会・現地見学会などを行います。

お手伝いしていただけることがありましたらチェックまたはご記入お願いします。
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岡崎市議会議員の杉山とものりです。10月 16日に岡崎市議会
議員選挙が行われ、得票数 3817票で当選させていただきました。
皆様の温かいお力添えのおかげでスタートラインに立つことがで

きました。そして、市議会にて新しい会派「チャレンジ岡崎・無

所属の会」を 4人にて結成いたしました。会派に所属することで
メリット・デメリットは多々ありますが、大きなメリットは市民

の皆様の声を行政により強く届けることができるというところで

す。そして、この新しい会派の代表をやらせていただくこととな

りました。1期生、1年目で会派の代表を務めることは前代未聞
とのことですが、任命いただきましたので、これからも責任持っ

て活動を行ってまいります。これからもご支援、ご鞭撻のほど、

よろしくお願いいたします。

平成29年3月定例会日程
2月28日（火） 3月定例会開会、市長提案説明　代表者質問
3月　1日（水） 代表者質問

3月　2日（木） 代表者質問

3月　3日（金） 中学校卒業式

3月　7日（火） 平成28年度議案説明、質疑、討論、採決
平成29年度議案説明
議会運営委員会理事会

3月10日（金） 経済建設委員会

3月13日（月） 福祉病院委員会

3月14日（火） 文教生活委員会

3月15日（水） 総務企画委員会

3月16日（木） 小学校卒業式

3月17日（金） 特別委員会
議会運営委員会理事会、各派代表者会議

3月22日（水） 議会運営委員会

3月24日（金） 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

日程案の段階ですので、変更につきましてはご了承願います。

・赤渋雨水ポンプ場耐震補強工事に対しての補正予算
当初 3億 5780万円の予算だったのに対して、2億 2700万円上乗せの補正予算。補正予算の内訳を
確認したところ、設計当初から予測可能であると推察される要因が多々あり、工事を委託した日本下水道

事業団の見積もりが甘かったとしか考えられません。補強工事を止めることはデメリットもありますが、

詳細を地元の方々、市民の皆様へもしっかりと説明を行なうべきだと考えます。日本下水道事業団に対し

て、ペナルティも課さない、責任も負わせない、市民への説明責任も果たせさせない現状ですので、この

補正予算に対して会派として反対いたしました。

・請願第7号
「乙川リバーフロン ト地区整備計画を一旦立ち止まって市民の声を聴いて見直しをすることを求め
ることについて」
「乙川リバーフロント地区整備計画」につきましては、賛否両論あることは周知の事実ですが、市民の

皆様からも計画の見直しを要望する声は多く、特に「もっと優先すべきことがあるのでは ?」との声が多
数聞かれます。市民へ周知させる意味も含め、一度立ち止まり、どのように市民が思い、何を求めている

かを考え、少しでも市民の声を反映させる必要があると考え、この請願に賛成いたしました。

・請願第9号
「小中学校給食費の無償化の計画的実施を求めることについて」
給食費の年間無償化は毎年必要な財源が 16億必要となり、現段階で、すぐに実現するには無理がある

ので、まず年間 4千 8百万円で実施できる第 3子以降を完全無償化し、次に第 2子以降を完全無償化、
そして最後に第 1子以降と計画的に小中学校給食の無償化を目指すべきと考えます。また、一部無償化
とともに給食の質を上げることも検討する必要があると考え、この請願に賛成いたしました。

新会派「チャレンジ岡崎・無所属の会」会長
経済建設委員会　委員
議会運営委員会　委員
土地開発公社　理事
政治倫理委員会　委員


